
 

 

 

 

 

 

・手づかみ食べに最適！！卵・牛乳・砂糖不使用！ 

混ぜて焼くだけで簡単(*^-^*)バナナの自然な甘みでパクパク食べてくれます！ 

 

≪材料≫ 

～主食用！炭水化物量重要視の方におすすめ～ 

・小麦粉３０ｇ ・豆腐３０ｇ ・豆乳３０ｍｌ ・バナナ４０ｇ 

 

～やわらかさ重視（つかみ食べに慣れるまではこっちがおすすめ！！） 

・小麦粉おおさじ１ ・豆腐２０ｇ ・豆乳１０ｍｌ ・バナナ２５ｇ 

 

 

≪作り方≫ 

①バナナと豆腐をボウルに入れる。 

➁ぐちゃぐちゃに混ぜる！ 

③豆乳と小麦粉を投入！なめらかになるまで混ぜましょう♪ 

④テフロン加工のフライパンでは油は必要ありませんが、それ以外薄く油をひいてもOK！ 

⑤完全に火が通るまで、弱火で焦がさないようにじっくり焼く(^^)/ 

⑥完成！！まとめて作り、１食ずつラップにくるみ、フリージングすることもおすすめです！ 

 

・なぜ、手づかみ食べがいいの？？ 

離乳食後期（９～１１ヶ月頃頃）になると、赤ちゃんは自分から食べ物を手でつかんで口に運ぶように 

なります。子どもが自分で食べる「手づかみ食べ」は脳の発達へいい刺激になってくれます。 

手づかみ食べをすることによって「感覚機能の協調性 運動機能の協調性 手指が器用になる」などと 

いった多くの機能の発達に繋がっているのです。 

 

 

・手に取って食べる 食べ物を目で見る→視覚 

・手を伸ばして触れる→触覚 

・つかんで口に入れて「味わう」→味覚 

 

・保護者も子どもも無理なく進めていくことが楽しい食事への第一歩だと考えています。 

・まだ言葉で自分の思いを伝えられないひよこ組さんですが、大人の言葉はしっかり聞いているんですよ～。 

食事タイム（離乳食タイム）は、無言で食べさせるのではなく「おいしいね」「にんじんだね」「もぐもぐしようね」 

などの声かけを積極的に行うとＧＯＯＤ！「おいしいね」と声をかけらると食べる＝おいしい！ということを 

徐々に理解するようになってきます。 

簡単！豆乳バナナパンケーキ 

子どもの感覚機能を育むことに 

繋がっていきます。 


